
第１章 全学副専攻を知る 
Ⅰ．全学副専攻について 

 
１．全学副専攻とは 
全学副専攻とは、学部生であれば学部や学年を問わず誰でもチャレンジすることのできる制度で、所属する学部で主専

攻の学問を学びながら、同時にその他の学問分野を体系的に学ぶことが出来ます。全学副専攻の制度を利用することで①
主専攻の補強②主専攻以外の第二の強みの獲得③主専攻を応用・活用する領域の獲得などを可能とし、同時に独自の専門
性の開拓を後押しする機会ともなります。全学副専攻履修者・修了者には証明書が発行されるため、対外的・社会的にも
自分の取り組みを証明することも出来ます。また、他学部の学生と相互に刺激し合うことで広い視野の獲得や人的ネット
ワークの形成にも役立ちます。 

GEC は、全学副専攻を上手に活用することで、みなさん一人ひとりが能力を最大限に発揮し、個性溢れる人材として
社会で活躍できることを期待しています。 

 

 

 

 

２．副専攻とは 
全学副専攻で用意されているさまざまな学問領域を「副専攻」と呼びます。副専攻はさらに「学術的副専攻」「学際的

副専攻」に区別されており、各学部のプログラムを全学部生向けに開放したものを学術的副専攻、時代や社会の変化に即
した視点に基づく分野、今後重要性を増す分野など学生の多様な関心に合わせて設置したものを学際的副専攻と言いま
す。各副専攻の紹介は 118 ページ以降に記載してありますので、興味・関心に合うテーマの副専攻を選択してみましょ
う。 

３．指定科目とは 
副専攻にはテーマに即した科目のラインナップが用意されています。みなさんが修了を目指して履修する科目を「指定

科目」と呼びます。学術的副専攻では指定科目がさらに「基礎科目」と「発展科目」に区別されており、基礎科目は副専
攻を学ぶ上で礎となる科目、発展科目は副専攻をより深く学ぶ上で必要となる科目となります。全学副専攻制度は全学部
生がチャレンジできる制度であるため、指定科目は GEC 提供科目や、学部等提供オープン科目で構成されています。 

４．修了必要単位数とは 
各副専攻では、修了のために必要な単位数が定められています。その単位数を取得しないと、副専攻修了とは認定され

ません。修了必要単位数は副専攻によって異なり、なかには履修必須科目を設けている副専攻もありますので、よく確認
し、履修計画を立てるようにしてください。 

５．コーディネーターとは 
各副専攻にはコーディネーターと呼ばれる教員がいます。コーディネーターは副専攻の運営、指定科目の選定を行うほ

か、学生のみなさんの相談を受けたり、指導を行う存在です。全学副専攻の修了を目指す中で困ったことがあった場合に
は、コーディネーターに相談をしましょう。各副専攻のコーディネーターは 115～116 ページの一覧で確認してくださ
い。  

・主専攻の補強 
・主専攻以外の第二の強みの獲得 
・主専攻を応用・活用する領域の獲得 
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Ⅱ．全学副専攻履修方法について 
 

１．基本ルール 

まず確認しましょう! 
１．科目登録時に修了希望者に対する優遇措置はありません。 
２．修了必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」は関係ありません。 
３．修了には定められた期間内の「修了希望申請」が必要です。 
４．「修了希望申請」を行うためには該当副専攻の単位を８単位以上修得済であることが条件です。 

※ただし、「会計学」については、積み上げ式履修条件が厳しいため、６単位以上で可とします。 
５．複数の全学副専攻を修了することができます。 
６．全学副専攻の対象は、学部学生のみです。大学院進学後や科目等履修生として、修了を目指すことはできません。 
７．2006 年度以前に修得した単位は一律で無効です。 

 
２．修了までの流れ 

 
      修了必要単位数を満たす 

まで 3rd step～5th step を 
繰り返します。 

1st step 履修ガイドを熟読 制度の詳細、副専攻の 
内容について理解する!  5th step 単位修得状況を確認 

      
    副専攻指定科目を８単位 

（「会計学」は 6 単位）以上 
修得済であることが条件です。 

2nd step 履修計画を立てる 修了に向けて履修計画を
練りましょう!  6th step 修了希望申請 

      
    修了には修了要件の修得、 

修了希望申請、所属学部での 
卒業の 3 点が必要です。 

3rd step 科目登録を行う 指定科目を登録します。
登録方法・期間に注意!  7th step 修了必要単位を修得 

＋学部での卒業      
      

4th step 指定科目を履修する      

       
 
 
３．科目登録について 
科目登録は、すべて学部やセンターで決められた登録期間、登録方法にしたがいます。全学副専攻の指定科目だからと

いって特別な登録期間、登録方法はありません。ただし、指定科目にはさまざまな科目が含まれています。科目の設置箇
所によって登録期間、登録方法が異なる場合がありますので、よく確認するようにしてください。 
 

科目登録において全学副専攻履修者が優先的に登録されることは一切ありません。選外になることもありま
すので、余裕を持った履修計画を立てるようにしましょう。 

 
４．単位の修得・算入について 
履修後、単位が修得できた指定科目については、修了必要単位に算入されます。修得できた単位を確認し、不足分を再

度次の科目登録時に登録するようにしてください。 
 

修了必要単位は、卒業単位への「算入」・「非算入」は関係ありません。単位が修得できれば修了必要単位と
して認定されます。（卒業単位への算入可否は、所属学部に確認してください。） 

 

2006 年度以前に修得した単位は一律で認定されません。2007 年４月１日以降に修得した単位から有効に
なります。 

 

高校生特別聴講制度により大学入学前に修得した指定科目の単位は、修了必要単位として算入できません。 

  

全学副専攻修了 



５．修了希望申請について 
■修了希望申請期間 

春学期 ３月16日（木）９:00～４月10日（月）17:00 
秋学期 ９月19日（火）９:00～10月３日（火）17:00 

 
全学副専攻の修了には修了希望申請が必須です。修了希望申請は上記の申請期間内に以下の手順に沿って行います。 

【修了希望申請 申請方法】 
 １．GEC Web ページへアクセスする。 
 ２．「学部学生の方へ」を押してください。（図１） 
 ３．「全学副専攻制度」を押してください。 
 ４．下にスクロールし、2023 年度スケジュールの中にある【全学副専攻「修了希望申請」申請フォーム】をクリック

してください。（図２） 
 ５．申請フォームが開きますので、画面中央の【申請】ボタンをクリックしてください。 
 ６．修了を希望する副専攻を選択し、メールアドレスを入力の上、画面右下の【保存】ボタンをクリックして完了とな

ります。 

〔図１〕 〔図２〕 

 
 

申請には該当副専攻の指定科目の中から８単位（「会計学」は６単位）以上の単位を修得していることが条件です。 
 

副専攻指定科目の修得状況が８単位（「会計学」は６単位）に満たない場合は申請は取下げとなります。８
単位（「会計学」は６単位）以上修得ができてから再度修了申請を行ってください。 

 
６．修了の条件について 
全学副専攻の修了を認定されるためには以下の３点を満たす必要があります。 

  ① 各副専攻で定められた修了要件を満たしていること  
  ② 修了希望申請を行っていること 
  ③ 所属学部で卒業が認定されること 
 

たとえ副専攻の修了要件を満たしていても、所属学部で卒業ができなければ修了とはなりません。また修了要件を満た
し、卒業できたとしても、事前に修了希望申請を提出していない場合には修了として認定されませんので注意してくださ
い。 
 

修了者に対しては卒業時に「修了証明書」を発行します。また、修了希望申請を行った在学生の方には証明
書発行時点での単位修得状況を証明する「単位修得証明書」を発行します。「修了証明書」は１号館３階 GEC
事務所、「単位修得証明書」は証明書発行機で発行できます。詳細については修了希望申請者へのメールに
てお知らせしますので確認してください。 



Ⅲ．Q&A 
 
Ｑ．過去に履修した科目の単位は認められますか? 
Ａ．2007 年４月１日以降に修得した単位であれば有効となります。 
 
Ｑ．複数の副専攻を、修了することはできますか? 
Ａ．複数の副専攻を修了することができます。 
 
Ｑ．複数の副専攻で指定科目となっている科目の単位を修得しました。この場合単位の扱いはどうなりますか? 
Ａ．複数の副専攻の修得単位として認定されます。 
 
Ｑ．３年生までに修了した時には、すぐに証明書がもらえますか? 
Ａ．修了証明書は、卒業年度の卒業発表以降に発行します。修了希望申請を行った在学生の方には、証明書発行時点での

単位修得状況を証明する「単位修得証明書」を発行します。３年生時に就職活動等で証明書が必要な場合は、修了希
望申請を済ませておく必要があります。 

 
Ｑ．全学副専攻の指定科目は、卒業単位数に算入されますか? 
Ａ．所属学部に確認をしてください。 
 
Ｑ．修了申請を行ったが、副専攻の修了要件を満たせなかった場合、学部の卒業等に影響がありますか? 
Ａ．学部の卒業等には一切影響ありません。 
 
Ｑ．履修ガイドの指定科目を確認したところ、昨年度以前に単位を修得した科目の指定区分（基礎/発展１/発展２、領

域・分野 a/b/c/d）が、今年から変更になっていました。この場合の単位の取り扱いはどのようになるのでしょう
か。 

Ａ．指定科目の区分については、単位を修得した年度に指定されていた区分が適用されます。 
 
Ｑ．学術的副専攻について、基礎科目と発展科目はどれから履修するのでしょうか。 
Ａ．基礎科目→発展科目１→発展科目２と履修することを推奨しています。 
 
Ｑ．学際的副専攻について、領域分野 a/b/c/d はどれから履修するのでしょうか。 
Ａ．どれから履修しても問題ありませんが、カリキュラムマップにそって履修することを推奨します。 
 
Ｑ．2018 年度で廃止となった全学共通副専攻の情報はどこで確認できますか。 
Ａ．GEC Web ページの「学部学生の方へ」→「全学共通副専攻」をご確認ください。 
 
Ｑ．入学前に早稲田大学に在籍していた際に修得した単位について、取り扱いはどうなりますか? 
Ａ．2020 年度以前に入学した方（要項の適用年度が 2020 年度以前の方）については、入学前に早稲田大学に在籍して

いた際に修得した単位が副専攻の修得単位として算入されます（ただし、証明書には修得した科目は印字されません
のでご注意ください）。 
一方で、2021 年度以降に入学した方（要項の適用年度が 2021 年度以降の方）は、入学前に早稲田大学に在籍して
いた際に修得した単位が副専攻の取得単位として算入されません。 
※ただし、本学入学後、入学前に在籍していた際に修得した単位を単位認定した場合、その単位は副専攻の修得単

位として算入される場合があります。 
詳細についてはグローバルエデュケーションセンター事務所までお問い合わせください。 

 
【指定科目一覧確認時の注意事項】 

指定科目の一覧にある学期・曜日・時限・集中講義の日程等は 2023 年２月時点の情報です。変更点が生じる可能性が
ありますので、科目登録前には必ず Web シラバスや GEC Web ページ「履修ガイド正誤表」（https://www.waseda.jp/inst/gec/）
で最新の情報を確認するようにしてください。 

  



第２章 全学副専攻 各副専攻 紹介 
＜学術的副専攻＞ 

№ 副専攻名 コーディネーター（○代表者） 所属 

１ 政治学 ○稲村 一隆 
中村 英俊 

政治経済学術院 
政治経済学術院 

２ 経済学 ○荒木 一法 
安達 剛 

政治経済学術院 
政治経済学術院 

３ 人権と法 
○金澤 孝 
田村 達久 
和仁 かや 

法学学術院 
法学学術院 
法学学術院 

４ アジアの歴史と伝統文化 ○飯山 知保 
李 成市 

文学学術院 
文学学術院 

５ 東洋の思想と宗教 
○渡邉 義浩 
山部 能宜 
大久保 良峻 

文学学術院 
文学学術院 
文学学術院 

６ 会計学 
○スズキ トモ 
八重倉 孝 
清水 孝 

商学学術院 
商学学術院 
商学学術院 

７ ソフトウェア学 ○山名 早人 
米田 元 

理工学術院 
理工学術院 

８ 社会イノベーション 
○早田 宰 
北村 能寛 
赤尾 健一 

社会科学総合学術院 
社会科学総合学術院 
社会科学総合学術院 

９ 日本語教育学 
○福島 青史 
舘岡 洋子 
李 在鎬 

国際学術院 
国際学術院 
国際学術院 



＜学際的副専攻＞ 
№ 副専攻名 コーディネーター（○代表者） 所属 

１ 映画・映像 

○河合 隆史 
高橋 恭子  
谷 昌親 
是枝 裕和 
土田 環 

理工学術院 
政治経済学術院 
法学学術院 
理工学術院 
理工学術院 

２ 演劇・舞台芸術 

○澤田 敬司 
平林 宣和  
八木 斉子  
冬木 ひろみ 
高井 詩穂 

法学学術院 
政治経済学術院 
政治経済学術院 
文学学術院 
文学学術院 

３ 開発学 
○堀 芳枝 
金 敬黙 
利根川 佳子 

社会科学総合学術院 
文学学術院 
社会科学総合学術院 

４ カーボンニュートラルリーダー 
○所 千晴 
有村 俊秀 
赤尾 健一 

理工学術院 
政治経済学術院 
社会科学総合学術院 

５ 健康・医療 

○大島 登志男 
須賀 晃一 
野口 晴子 
甲斐 克則 

理工学術院 
政治経済学術院 
政治経済学術院 
法学学術院 

６ ことばの科学 

○近藤 悠介 
室井 禎之  
乙黒 亮 
近藤 眞理子 

グローバルエデュケーションセンター 
政治経済学術院 
法学学術院 
国際学術院 

７ コリア研究 ○金 敬黙 
植田 喜兵成智 

文学学術院 
文学学術院 

８ ジェンダー研究 
○弓削 尚子 
村田 晶子 
松永 典子 

法学学術院 
文学学術院 
教育・総合科学学術院 

9 社会貢献とボランティア ○岩井 雪乃 
兵藤 智佳 

平山郁夫記念ボランティアセンター 
平山郁夫記念ボランティアセンター 

10 ジャーナリズムとメディア表現 
○高橋 恭子 
野中 章弘 
佐藤 洋一 

政治経済学術院 
教育・総合科学学術院 
社会科学総合学術院 

11 台湾研究 
○浅野 豊美 
梅森 直之 
劉 傑 

政治経済学術院 
政治経済学術院 
社会科学総合学術院 

12 ドイツ研究 
○斉藤 寿雄 
生駒 美喜 
村上 公子 

政治経済学術院 
政治経済学術院 
人間科学学術院 

13 都市・地域研究 
○早田 宰 
有賀 隆 
佐々木 葉 

社会科学総合学術院 
理工学術院 
理工学術院 

14 Conflict Resolution: From 
Asia's Perspective 

○山田 満 
梅森 直之 
奥迫 元 

社会科学総合学術院 
政治経済学術院 
社会科学総合学術院 

 


